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（様式：小学校用） 

令和５年度 学校図書館基本計画・評価シート 

 

足立区立東加平小学校 校長 田中 岳晴   

１ 学校教育目標 
① 明るい子：自分に自信をもち、自分を、友だちを大切にできる子 

② 強い子：あきらめない強い心とやり遂げる体力のある子 

③ 考える子：めあてをもち、意欲的に学習する子 
 
 

２ 学校図書館の目標・ねらい －身に付けさせたい資質・能力、意欲・態度－ 
① 学校図書館に親しみ、読書を楽しむことを通して豊かな人間性を育てる。 

② 学校図書館を活用し、学習や生活に生かそうとする主体的な力を育てる。 

③ 意欲的に多くの本を読もうとする態度を育てる。 

④ 必要な情報を選択し、活用する力を育てる。 

⑤ 読書生活の基本的な習慣を養い、生涯読書につなぐ力を育てる。 
 
 

３ 学校図書館の現状（令和４年度末）           

蔵書状況 
① 蔵書数 12,126冊（蔵書基準冊数 10,560冊）／ 蔵書率 114.8％ 
② 新規購入図書 658冊 ／ 廃棄図書 446冊 ／増減冊数 212冊 

分類 総記 0類 哲学 1 類 歴史 2 類 社会 3 類 自然 4 類 技術 5 類 産業 6 類 芸術 7 類 言語 8 類 文学 9 類 

蔵書構成割合 2.0％ 0.6％ 7.9％ 6.0％ 12.6％ 4.9％ 2.4％ 6.0％ 4.6％ 52.6％ 

＊国基準 6  % 3  % 16  % 10  % 16  % 6  % 5  % 8  % 5  % 25  % 

利活用の
状況 

① 開館時間：授業時、図書支援員勤務日の中休み・昼休み・放課後、毎日の昼休み 
（前年度からの変更 なし） 

② 児童一人あたりの年間平均貸出冊数  20.012冊（前年度末： 34.8冊） 
③ １か月に２冊以上読む児童        69％（前年度末：  75％） 

（令和５年度末）           

蔵書状況 
① 蔵書数  10,748冊（蔵書基準冊数 10,560冊）／ 蔵書率 101.8％ 
② 新規購入図書 643冊 ／ 廃棄図書  2,064冊／増減冊数 -1,421冊 

分類 総記 0類 哲学 1 類 歴史 2 類 社会 3 類 自然 4 類 技術 5 類 産業 6 類 芸術 7 類 言語 8 類 文学 9 類 

蔵書構成割合 2.3% 0.8% 7.8% 6.4% 13.4% 5.4% 3.1% 6.3% 5.0% 49.6% 

＊国基準 6% 3% 16% 10% 16% 6% 5% 8% 5% 25% 

利活用の
状況 

① 開館時間：授業時、図書支援員勤務日の中休み・昼休み・放課後、毎日の昼休み 
（前年度からの変更 なし） 

② 児童一人あたりの年間平均貸出冊数    28.1冊（前年度末： 34.8冊） 
③ １か月に２冊以上読む児童         79.8％（前年度末：  69％） 

 
 

４ 目標達成に向けた今年度の重点指導事項・具体的取り組み 

第１学年 
① 興味がある本を手に取り、楽しんで読書しようとする意欲を育てる。 
② 学校図書館に親しみ、借り方や扱い方を知り、正しく利用する態度を育てる。 

今年度の成果目標 達成基準 

① 学校図書館を使う授業を月に２回以上行うことにより、本

を手に取る機会を増やすことができる。 

② 学校図書館の本を利用し、読書をする経験を重ねることが

できる。 

③ 学校図書館に親しみ、借り方や扱い方を知り、正しく利用

することができる。 

 

④ 興味のある本や調べたい本を手に取り、読書をしたり、調

べたりすることができる。 

① 各クラス月２回以上、読書等の授

業を学校図書館で行う。 

② 年間一人あたり５０冊以上の本を

読む。 

③  学校図書館支援員を活用した学校

図書館オリエンテーションを実施

した学級 100％ 

④ 学校図書館支援員による授業支援

を５回以上行う。 
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４ 目標達成に向けた今年度の重点指導事項・具体的取り組み 

目標達成状況                          

① 各クラス月２回以上、学校図書館で読書や国語科、生活科の探究活動を行うことができた。 
② 読書月間では、７６％の児童が目標冊数である１５冊を達成できた。年間一人あたり５０冊以上を読む

児童は、９３％であった。多くの児童に読書習慣が身に付いたと考える。 
③ ４月に学校図書館支援員による学校図書館オリエンテーションを実施でき、年度当初に学校図書館の利

用方法を知り、利用の仕方を守りながら正しく扱うことができた。 
④ 学校図書館支援員によるレファレンス・読み聞かせ・ブックトークなどの授業支援を５回以上行うこと

ができた。 

第２学年 
① 様々な分類の読み物に興味をもち、楽しんで読書しようとする意欲を育てる。 
② 学校図書館の利用の仕方を知り、きまりを守って正しく扱う態度を育てる。 

今年度の成果目標 達成基準 

① 自分の興味のある本、友達や図書委員会、学校図書館支援
員などが紹介した本を探して、読書することができる。 

② 学校図書館の本を利用し、読書をする経験を重ね、図鑑や

科学的な読み物など、読書の幅を広げることができる。 
③ 学校図書館の利用の仕方を守りながら、正しく扱うことが

できる。 
 
④ 様々な分類の読み物や調べたい本を手に取り、読書をした

り、調べたりすることができる。 

① 各クラス月２回以上、読書や探究
活動の授業を学校図書館で行う。 

② 年間一人あたり５０冊以上の本を
読む。 

③  学校図書館支援員を活用した学校

図書館オリエンテーションを実施

した学級 100％ 

④ 学校図書館支援員による授業支援

を５回以上行う。 

目標達成状況                          

① 各クラス月２回以上、学校図書館で読書や国語科、生活科の探究活動を行うことができた。 
② 読書月間では、６７％の児童が目標冊数である１５冊を達成できた。年間一人あたり５０冊以上を読む

児童は、６９％になった。半数の児童に読書習慣が身に付いたと考える。 
③ ４月に学校図書館支援員による学校図書館オリエンテーションを実施でき、年度当初に学校図書館の利

用方法を知り、利用の仕方を守りながら正しく扱うことができた。 
④ 学校図書館支援員によるレファレンス・読み聞かせ・ブックトークなどの授業支援を５回以上行うこと

ができた。 

第３学年 
① 様々な分類の読み物に興味をもち、読書しようとする態度を育てる。 
② きまりを守り、学校図書館の利用に慣れ、資料や情報を集めて活用できる力を育てる。 

今年度の成果目標 達成基準 

① 自分の興味のある本だけでなく、それに関連する本につい
ても読書することができる。 

② 学校図書館の本を利用し、読書をする経験を重ね、辞典や
図鑑等の使い方を知り、使うことができる。 

 
③ 学校図書館の利用の仕方を守りながら、読書や探究活動を

することができる。 
 
④ 様々な分類の読み物や調べたい本を手に取り、読書をした

り、調べたりすることができる。 

① 年間一人あたり５０冊以上の本を
読む。 

② 学校図書館資料等を活用して、年
間１０時間以上探究を中心とした
学習活動を行う。 

③  学校図書館支援員を活用した学校

図書館オリエンテーションを実施

した学級 100％ 

④ 学校図書館支援員による授業支援

を５回以上行う。 

目標達成状況                          

① 読書月間では、３４％の児童が目標冊数である８００ページを達成できた。年間一人あたり５０冊以上
を読む児童は、１４％になった。達成率が低く、読書習慣があまり身に付かなかった。 

② 学校図書館資料等を活用して、年間１０時間以上探究を中心とした学習活動を行うことができた。 
③ ４月に学校図書館支援員による学校図書館オリエンテーションを実施でき、年度当初に学校図書館の利

用方法を知り、利用の仕方を守りながら正しく扱うことができた。 
④ 学校図書館支援員によるレファレンス・読み聞かせ・ブックトークなどの授業支援を５回以上行うこと

ができた。 
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４ 目標達成に向けた今年度の重点指導事項・具体的取り組み 

第４学年 
① 様々な分類の読み物に興味をもち、幅広く読書しようとする態度を育てる。 
② きまりを守り、学校図書館を進んで利用する態度を養い、資料や情報を収集・活用する 
  力を育てる。 

今年度の成果目標 達成基準 

① 学校図書館の本を利用し、読書をする経験を重ね、今まで
興味のなかった本についても読書することができる。 

② 辞典や図鑑等の使い方を知り、情報を収集して探究活動を
進めることができる。 

 
③ 学校図書館の利用の仕方を守りながら、すすんで読書や探

究活動をすることができる。 
 
④ 幅広い分類の読み物や調べたい本を手に取り、読書をした

り、調べたりすることができる。 

① 年間一人あたり５０冊以上の本を
読む。 

② 学校図書館資料等を活用して、年
間１０時間以上探究を中心とした
学習活動を行う。 

③  学校図書館支援員を活用した学校

図書館オリエンテーションを実施

した学級 100％ 

④ 学校図書館支援員による授業支援

を５回以上行う。 

目標達成状況                          

① 読書月間では、７７％の児童が目標冊数である８００ページを達成できた。年間一人あたり５０冊以上
を読む児童は、４０％になった。半数近くの児童の読書習慣が身に付いた。 

② 学校図書館資料等を活用して、年間８時間の探求を中心とした学習活動を行うことができた。 
③ ４月に学校図書館支援員による学校図書館オリエンテーションを実施でき、年度当初に学校図書館の利

用方法を知り、利用の仕方を守りながら正しく扱うことができた。 
④ 学校図書館支援員によるレファレンス・読み聞かせ・ブックトークなどの授業支援を５回以上行うこと

ができた。 

第５学年 
① 様々な分類の読み物に興味をもち、幅広く読書しようとする態度を育てる。 
② 適切な読み物を選んで読み、自分の考えを広めたり深めたりする態度を育てる。 
③ 問題解決に向け、情報を収集し、調べたことをまとめる力を育てる。 

今年度の成果目標 達成基準 

① 読書をする経験を重ね、興味のある事柄について、適切な
本や新聞等を選び、読書することができる。 

② 複数の本や新聞、辞書や図鑑等から分かったことをまとめ
ることができる。 

 
③ 学校図書館の利用の仕方について知り、適切な情報収集が

できる。 
 
④ 適切な読み物や調べたい本を手に取り、読書をしたり、調

べたりすることができる。 

① 年間一人あたり５０冊以上の本を
読む。 

② 学校図書館資料等を活用して、年
間１０時間以上探究を中心とした
学習活動を行う。 

③  学校図書館支援員を活用した学校

図書館オリエンテーションを実施

した学級 100％ 

④ 学校図書館支援員による授業支援

を５回以上行う。 

目標達成状況                          

① 読書月間では、５１％の児童が目標冊数である１０００ページを達成できた。年間一人あたり５０冊以
上を読む児童は、１３％になった。達成率が低く、読書習慣があまり身に付かなかった。 

② 学校図書館資料等を活用して、年間８時間の探求を中心とした学習活動を行うことができた。 
③ ４月に学校図書館支援員による学校図書館オリエンテーションを実施でき、年度当初に学校図書館の利

用方法を知り、利用の仕方を守りながら正しく扱うことができた。 
④ 学校図書館支援員によるレファレンス・読み聞かせ・ブックトークなどの授業支援を５回以上行うこと

ができた。 
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４ 目標達成に向けた今年度の重点指導事項・具体的取り組み 

第６学年 
① 様々な分類の読み物に興味をもち、幅広く読書しようとする態度を育てる。 
② 適切な読み物を選んで読み、自分の考えを広めたり深めたりする態度を育てる。 
③ 問題解決に向け、計画的に資料や情報を収集し、適切に活用し、まとめる力を育てる。 

今年度の成果目標 達成基準 

① 読書をする経験を重ね、興味のある事柄について、適切な
本や新聞等を選び、読書することができる。 

② 複数の本や新聞、辞書や図鑑等から分かったことをまとめ
ることができる。 

 
③ 学校図書館の利用の仕方について知り、適切な情報収集が

できる。 
 
④ 適切な読み物や調べたい本を手に取り、読書をしたり、調

べたりすることができる。 

① 年間一人あたり５０冊以上の本を
読む。 

② 学校図書館資料等を活用して、年
間１０時間以上探究を中心とした
学習活動を行う。 

③  学校図書館支援員を活用した学校

図書館オリエンテーションを実施

した学級 100％ 

④ 学校図書館支援員による授業支援

を５回以上行う。 

目標達成状況                          

① 読書月間では、４３％の児童が目標冊数である１０００ページを達成できた。年間一人あたり５０冊以
上を読む児童は、３９％になった。半数近くの児童の読書習慣が身に付いた。 

② 学校図書館資料等を活用して、年間６時間の探求を中心とした学習活動を行うことができた。 
③ ４月に学校図書館支援員による学校図書館オリエンテーションを実施でき、年度当初に学校図書館の利

用方法を知り、利用の仕方を守りながら正しく扱うことができた。 
④ 学校図書館支援員によるレファレンス・読み聞かせ・ブックトークなどの授業支援を学級平均３回行う

ことができた。 
 
 

５ 学校図書館環境整備に関する取組計画・方針及び成果・効果 
         取組計画・方針       成果・効果 

【蔵書・配架等に関すること】 
① 蔵書構成割合の低い書籍を充実するように新規図書購入

計画を作成し、６月までに選定する。 
② 寄贈本や新規購入図書の受け入れ、登録作業を１０月中に

完了させる。 
③ 前期までに除籍・廃棄図書の整理・整備を行い、新刊本の

学校図書館へ入れる準備をし、除籍本を学級文庫へ移すこ

とにより、充実させる。 

① 新規図書購入計画を６月までに選定
でき、蔵書構成割合に近づけた。 

② 寄贈本や新規購入図書の登録作業を
１０月中に完了できた。 

③ 前期までに除籍・廃棄図書の整理・整

備を行い、新刊本の学校図書館へ入れる

準備をし、除籍本を各１０冊ずつくらい

学級文庫へ移すことができた。 

【学校図書館支援員との連携・協働】 
① 学校図書館支援員による学校図書館オリエンテーション

を５月までに全クラス実施する。また、読み語り、本の紹
介、ブックトーク、資料収集、レファレンスを各学級で行
ったり、関連図書の掲示をしたりするなどして、本に興味
がもてるようにする。 

② 調べ学習をはじめ、授業に必要な教材や資料について学校
図書館支援員への積極的な相談や情報交換を行う。また、
学校図書館資料を充実させるために、新聞やパンフレット
などの図書資料を蓄積させていく。 

③ 学校図書館支援員と連携しながら「学校図書館だより」を

毎月発行し、本の紹介や図書室の使い方、読書の記録や読

書の習慣などを児童や家庭に周知する。学校図書館や学級

にも掲示して常に見えるようにする。 

① 学校図書館支援員による学校図書館
オリエンテーションを５月までに、ブッ
クトークを１１月に全クラス実施した。
資料収集、レファレンスを各学級で行っ
たり、関連図書の掲示をしたりすること
ができた。 

② 授業に必要な教材や資料について学
校図書館支援員への積極的な相談や情
報交換を行うことができ、新聞やパンフ
レット、図書館新聞などを掲示し、蓄積
できた。 

③ 「学校図書館だより」を毎月発行し、

児童や家庭に周知することができた。学

校図書館や学級にも掲示して常に見え

るように工夫した。 

【その他】 
① 学校図書館支援員と図書ボランティアによる季節の掲示、

図書資料の収集・整理など学校図書館の環境整備を進め
る。 

②児童にとって和やかで過ごしやすい空間作りを心掛ける。 
 
 

①  学校図書館支援員と図書ボランティ
アによる季節の掲示、図書資料の収
集・整理など学校図書館の環境を整え
ることができた。 

②  ソファを設置し、児童にとって過ご
しやすい空間作りを行った。 

 



 ５ 

③ 図書委員会によるポスターの作成と掲示を行ったり、読み
聞かせを行ったりする。 

 
④ 読書の記録の仕方を見直し、記録しやすくする。また、読
書冊数の中間報告をすることで、目標達成に向けた意識付け
を行う。 

 
⑤ 収集した図書資料を他の教科（特に国語部）と連携を取っ

て活用方法を検討する。 
⑥ 団体貸出・電子図書を活用できる環境作りを行う。 

③  図書委員会によるポスターの作成と
掲示を行ったり、読書月間に読み聞か
せを行ったりできた。 

④  読書の記録をデジタル化すること
で担任が集約しやすくなった。中間報
告を行ったが、読書率を上げることは
できなかった。 

⑤  図書資料を収集したが、活用方法ま
では検討ができなかった。 

⑥  ２年生と６年生で団体貸出を行っ

た。 
⑦  校内研修で調べ学習、アニマシオン

などの読書活動について研修を行うこ

とができ、４学級で授業を行うことが

できた。 

 
 

６ 学校図書館運営全体に関する自己評価（成果・課題・改善の方向性等） 
年度当初の学校図書館オリエンテーション、読書月間でのブックトークなど、週４回に増えた図書館支

援員と連携して運営を行うことができた。そのため、探求活動の際に適切な情報収集が行うことができた

り、児童が本を手に取る機会を増やしたりすることができた。 

図書委員会では、新たな取り組みとして「ひみつの本」を行った。また、スタンプカードを作成し、５

ポイント溜まると１冊多く借りられる券を発行した。それらの取り組みにより、休み時間の図書館利用が

増え、貸出冊数が増加した。 

今年度は、読書の記録の方法を見直し、中学年からデータで入力すること、読み終えた図書ではなく手

に取った図書を記録していくことに変更した。そのため、全学年年間５０冊という目標は、４５％になり、

昨年度よりも８％上がった。しかし、半数を下回ったため、読書月間の時期や呼びかけ方などを工夫して、

改善を図っていきたい。 

「１か月に２冊以上読む児童」は、７９．８％になり、昨年度より１０％も高くなった。 

 団体貸出利用や図書館支援員のレファレンスなどにより、調べる学習の充実を図ることができた。イン

ターネットでの情報だけではなく、図書と組み合わせた調べる学習の方法を校内研修することで調べ方の

周知をすることができた。インターネットで調べることも多く、図書館利用回数が少ない学年もあったた

め、利用方法などを周知していく。 

 読み聞かせボランティアによる読書月間中の全校対象お話会、手作りの折り紙プレゼントなど、連携や

交流を通して、図書への親しみを増すことができた。 

 図書ボランティアによる読み聞かせに加え、校長・図書担当教員による読み聞かせも行うことで図書に

触れる機会を増やせた。 

７ 学校図書館の取り組みに対する評価・要望等（学校関係者から）  
・読書の習慣は、学校だけではなく家庭との連携が必要なため、コツおは週間や図書館だよりなどで、呼

びかける必要がある。 

・一人一台のクロームブック支給により、学校でも家庭でも隙間時間に図書を手に取るよりもクロームブ

ックを開く児童が増えてしまった。読書月間の時期やクロームブックの利用目的や時間を再検討する必

要がある。 

・学校図書館支援員さん、図書ボランティアの方々が図書館の整備を定期的に行って下さるので、子供た

ちが本を手に取りやすい環境になっている。（教職員より） 

・学校評価アンケートでは、「学校は、日常の読書習慣が身に付くように、指導している。」という内容に

対し、「よく当てはまる・当てはまる」の項目が７３．７％と昨年度よりも６．６％減となった。（保護

者より）学校関係者によるアンケートでは、８０％だった。 

・読み聞かせを行うと、とても静かに落ち着いて聞いてくれる。全校対象のお話会を行ったら、多目的室

いっぱいに子供たちが来てくれて嬉しかった。プレゼントの折り紙も喜んでくれたようでよかった。（読

み聞かせボランティアより） 


